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思

い

ま

寸

。

こ
m
川
県
立
総
録
音
葉
語
学
校
泣
時
半
こ
ん
ご
、
い
っ
そ
、
ヲ
円
、
ご
父
兄

4
月
に
附
開
設
し
、
湖
北
小
学
校
丹
市
役
的
皆
目
仰
を
は
じ
め
、
協
域
内
多
〈
的

舎
で
授
業
を
行
っ
て
い
ま
L
た
が
、
新
方
々
の
ご
議
導
と
お
力
ぞ
え
争
心
か

ホ
鳩
売
に
扶
践
校
舎
内
建
設
手
滋
《
ら
お
潔
い
い
た
し
ま
す
し
と
ん
い
怒

鵡
(
教
家
慨
}
工
事
が
特
り
‘
昨
つ
を
し
ま
し
た
防
一
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1，紛肉

ん
だ
謀
総
議
駿
4
月
世
を
慈
一
集
し
ー
ま
す
。

V
申
込
芝
公
益
法
滋
ハ
カ
キ
で
、

役
晴
、
氏
名
、
平
齢
、
就
説
得
峰
、
識

的
域
名
ふ
が
い
紛
入
し
て
申
し
込
'
ん
で
下
お
ぜ
い
物

的
努
級
制
使
ハ
カ
冬
、
を
世
間
し
た
万
は

央
情
で
す
刷
m
W
2
入
品
川
り
1
揖
療
で
す

9

2
講
座
円
以
上
申
し
込
ん
ド
“
い
々
は
め
九
仲
間
と

い
た
し
ま
す
。
@
泊
四
毎
万
訟
は
繍
せ
ん

走
行
い
結
果
を
通
知
し
ま
す
ゐ

V
受
付
m
W
2
月
日
間
話
か
ら
2
司
四
日

ま
で
の
摘
印
有
効
で
寸
n

や
伐
所
我

碍
子
市
我
孫
子
殺
関
山
間
我
邦
子
市
中

央
公
以
内
的

V
対
税
者
診
前
向
指
住
町
方
で
、
公

民
館
講
盗
初
心
潜
じ
か
事
り
ま
す
扮
必

年
間
構
内
祝
し
て
受
講
で
き
る
か
た
い
い
か

客八つ
4
8

か
す
。
m
w
お
子
機
ず
札
内
か
詑
は
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制
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山
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Y
ヤ
イ
ア

秋
祭
少
年
野
球
大
会

市
内
各
地
ほ
か
ら
泊
チ
!
ム
が
嘉

し
ξ
行
な
わ
れ
た
牧
羊
A
Y
年
野
球
大
金

rhpり
1
ム
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
優
勝
し

ま
し
た

b

単
M

世
悼
は
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ

な
お
閣
人
数
は
止
め
と
お
り

C
す
a

F
O絞
掩
持
巡
手
愛
隣
出
潤
(
h
w
F
リ

一
1
ム
ジ
セ
イ
ア
シ
ヅ
}

一
念
漆
今
一
投
や
愛
横
出
納
(
ド
リ

1

一
ム
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
}

…
む
打
需
品
険
加
藤
尚
之
〈
ド
リ
ー
ム

一
ジ
ャ
イ
ア
ン
ヅ
)
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県立我諜子養護学校

年
同
舟
閉
山
ヨ
に
移
転
し
、
こ
の
新
快
台
校
い
て
湖
北
小
学
校
内
児
童
代
衰

を
凶
制
裁
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
e

今
後
が
北
抗
議
学
校
内
切
窓
・
生
徒
以
花
束

3
月
発
成
予
定
的

2
鍛
工
事
で
は
、
管
を
贈
り
噌
お
波
い
し
ま
し
た
e

殿
山
問
、
主
堂
、
餅
捺
棟
が
で
h
m
r

あ
が
り
間
開
校
式
の
あ
と
‘
ア
レ
イ
ん

i
ム

ま

す

“

に

会

同

警

存

、

児

殺

な

や

り

が

何

時

総

こ
の
臼
の
照
的
叫
式
で
も
臨
時
骨
川
開
校
長
紳
淡
し
た
散
会
撤
兆
し
、
そ
的
投
に

て
と
か
く
護
学
校
は
重
し
た
り
文
章
、
え
に
室
長
路
係
者
向

階
的
競
的
な
何
符
に
な
0
が
ち
な
後
訟
を
み
な
さ
ん
b
f手
合
と
り
奇
っ
て
フ
ォ

釘
し
て
い
ゐ
左
云
わ
れ
て
お
り
ま
寸
。
ク
ダ
ン
え
そ
し
て
楽
し
み
ま
し
た

2

こ
の
短
所
キ
ネ
命
駄
に
見
つ
め
，
反
省
L

Z

4
月
か
り
は
‘
新
し
い
友
れ
九
九
が

し
っ
か
り
と
、
ニ
同
級
綿
子
の
地
に
Mm
入
学
し
て
、
税
在
的
3
終
的
約
1
0

を
お
ろ
し
、

μ
と
り
U
と
り
の
予
と
も

0
人
に
な
る
を
つ
で
す
。

国
対
品
開
般
の
ふ
議
fh
ん
袋
H

い
が
ミ
が

P

げ
刊

に
な
っ
て
い
な
い
か
切

ー生

活

殺

蜘

車

川

↑

ミ

i
&許
制
M
H
U剥
製
U
F

え
j
T
4
8
2
し
久

田
市
松
詰
校
生
活
セ
ン
タ
ー
言
、

j
l
i
i
i
i
l
i
i
i
i
!
?
i
i
i

補
資
者
的
山
首
さ
ん
じ
崎
由
民
世
穏
に
問
問
寸
分
)
燃
は
、
月
に
7
6
0
0
万
円

ι

I

i

る
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
幻
〈
た
め
も
の
は
っ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
i
に
ご
協
力
を

U
I
B
-
-れ
次
の
ど
お
り
寸
金
総
数
日
単
一
キ
印
刷
榔
い
一
人
的
滞
納
が
加
人
税
金
到
に
迷

2
月
は

M

議
主
ル
ギ
!
月
附
開
」
で
た
し
ま
す
的
て
お
気
特
に
吋
参
加
く
学
校
お
よ
ほ
し
ま
て
ま
た
潔
納
を

す

診

だ

さ

い

。

絞

け

て

お

り

ま

す

と

、

様

相

州

全

等

埼

平
家
乏
で
的
ム
ダ
向
な
い
上
乎
な
法

wv
臨
時

2
月
以
羽
午
後
Z
時
か
ら
納
県
分
的
吋
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

気
的
関
い
い
々
が
火
力
発
一
%
耐
丹
時
制
門
的

3
時

議

ぞ

滞

納

は

や

め

ま

し

ょ

う

命

約
じ
つ
な
が
ワ
ま
す

q

わ
が
問
問
L
長
会
芸
場
東
向
的
合
同
支
す
総
会
議
令
お
、
現
保
お
持
ち
の
彼
係
重

庁

民

間

問

返

識

が

一

体

と

な

り

者

エ

ネ

ル

釜

叙

(

決

策

偽

}

は

3
月
抗
日
で
使

ギ
i
機
器
的
関
殺
や
石
油
に
か
わ
る
エ

V
テ
ー
マ
叶
衣
料
品
目
管
湖
械
と
上
手
柄
C
さ
な
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
椛

ネ
ん
々
i
利

用

的

研

党

を

つ

づ

け

て

お

主

潟

刊

日

方

」

時

疑

者

誌

と

約

更

新

は

‘

3
月
8
u
n

り
ま
す
が
、
百
袖
は
有
限
で
す
a

b

3

V
綾
部
高
本
勝
炎
(
噌
零
時
ナ
耐
削
wm
賭
よ
り
郎
裕
一
フ
モ
比
で
究

一

変

ど

ん

さ

わ

が

離

が

節

約

し

て

も

た

学

教

緩

)

市

川

川

市

市

川

市

山

川

川

A

ニ
以
刷
噸
醐
州
唱
唱
同
掌
向
崎
間
お
骨
持
品
一

た
か
が
知
れ
て
い
る
タ
ど
と
思
わ
ず
、

wv
申
込
方
法
ハ
が
キ
か
気
象
¥
住

F
リ
山
間
限
湘
出
川
附
倣
出
限
仏

点
検
L
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
と
協
力
を
お
所
氏
名
を
は
っ
き
り
と
お
知
ら
せ
〈
品
鴨
時
間
内
奪

備
制
い
し
ま
す

b

ど

さ

い

。

ス

ー

パ

ー

で

カ

パ

ソ

ア

寸

ん

ニ

ア

殿

山
兇
て
い
な
い
テ
レ
ビ
が
つ
け
3

ば
な

V
申
込
先
一
…
γ
2
7
1

松
岡
市
小
川
制
約
輸
入
レ
タ
ス
ふ
作
品
封
い
、
う

Jγ
に

し

ιな
っ
て
い
な
い
か

U

本
7
、
夜
時
時
金
術
庁
合
内
怯
阿
鴇
包
ん
村
九
家
ま
冶
漆
市
に
入
れ
、
翌
岡

山
山
縫
っ
て
い
な
い
廊
下
ゃ
れ
質
的
電
灯
校
生
活
セ
ン
タ
!
出
向
し
て
一
フ
ソ
ブ
金
剛
附
い
た
ら
議
品
の

が
つ
い
て
い
な
い
か
ω

宮

0
4
7
3
(
引

J
2
1
1
1

臭
い
が
し
ま
し
た
。
ゑ
で
立
べ
る
も

内出時
2
6
6
3
9

円
で
あ
り
、
防
総
射
な
ど
が
佼
わ
れ

V

嬉

線

料

無

料

て

い

る

の

で

は

な

い

ど

ろ

う

か

。

取
場

H
5
2
5日
時
議
時

1

〈
犠
…
総
結
果
V

国
岬
障
の
役
所
は
火
m
w
世
阜
で
す

H
H民
主
制
H
L七
県
内
た
ン
タ
;
で
は
ニ
的
弱
品
的

滞
納
は
や
め
ま
し
ょ
う
分
析
は
て
き
な
い
め
で
、
レ
タ
ス
を

密
陣
内
惚
峨
滋
強
(
関
係
〉
は
、
会
話
只
っ
た
ス
ー
パ
ー
に
制
問
い
合
せ
て
み

屯
ど
丹
各
抽
出
版
保
協
同
に
加
入
で
き
な
い
ま
し
た
ら
「
本
お
か
ら
の
連
持
て
は

入
が
と
ム
ペ
哨
試
や
ケ
カ
を
し
た
り

L

時
間
符
削
は
附
開
削
し
て
な
い

L

と
再
評

た
と
き
、
位
法
的
な
負
担
が
世
し
で
ら
搭
で

L
九
ま
た
こ
の
趨
品
の
品
掛
川

斡
く
一
か
か
っ
た
窪
様
恨
の
3
前
向
院
内
検
A

問
書
争
処
出

L
て
も
ら
い
ま
し
た

ぬ
)
で
す
む
よ

7
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
そ
こ
的
検
戒
は
厚
生
議
が
行
っ
て
い
る

的
根
入
に
応
ヒ
て
探
険
悦
を
出
し
合
い
、
も
の
で
、
検
堂
書
に
は
議
m
州
合
ど
の

問
問
や
略
か
ら
の
情
的
助
金
と
合
わ
廿
て
、
添
加
物
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が

隊
謀
略

Hι
塩
て
占
つ
ど
い
う
相
苛
私
助
…
一
治
さ
れ
て
ん
リ
ま
し
た
。
総
裁
者
に

会
隠
的
に
生
ま
れ
凸
制
的
皮
で
す
.
こ
の
検
鷲
常
世
品
川
明
帝
し
を
漁
り
納
得
し

現
在
、
市
内
隆
副
市
胡
民
的
支
払

(
7
部
て
む
ら
い
ま
し
べ

(
レ
ソ
ド

(
野
鳥
を
守
る
品
以
}

湖
北
的
地
出
ゅ
は
「
略
的
背
L

に
似
て
こ
の
と
き
井
戸
的
中
心
入
る
人
は
、

い
る
と
よ
く
議
わ
れ
て
い
ま
党
中
央
い
最
近
ま
で
は
こ
め
土
地
に
時
じ
来
わ

に
は
附
関
紙
成
田
端
・
関
滋
3
5
6号
織
れ
た
…
動
輯
L
い
人
、
ま
た
は
そ
め
専

が
斑
リ
、
そ
の
尚
北
に
は
苧
災
前
.
そ
に
結
婚
さ
れ
た
錦
的
人
が
そ
れ
に
当
っ

し
て
利
MmM叫
が
涜
れ
て
い
ま
す
タ
た
と
滋
わ
れ
て
い
る
泊
い
コ
崩
九
浮
九

こ
の
民
税
・
附
則
滋
を
止
慌
に

t
て
骨
荷
台
る
か
わ
か
句
な
い
井
戸
内
中
で
の
向
山
主

か
ら
阪
地
に
変
わ
る
と
ニ
ろ
に
谷
坤
期
は
配
給
料
、
あ
り
陸
後
℃
め
る
e

ニ
れ
む

が
あ
り
、
こ
こ
に
そ
の
普
‘
村
人
的
生
ニ
れ
か
ら
新
L
〈
村
人
法
へ
的
枠
捌
入

品
情
的
主
主
っ
て
、
警
の
浬
ぷ
り
と
し
て
、
あ
る
い
は
…
人
前
町
大
人

ま
た
そ
の
組
先
よ
り
受
け
燃
が
れ
た
と
と
し
て
生
活
や
共
に
し
て
い
〈
た
め
の

い
わ
れ
る
持
一
戸
が
あ
る
a

こ
の
井
戸
は
共
同
体
的
一
つ
的
措
綴
で
あ
っ
た
刊
か

中
州
側
脳
内
七
ヶ
村
(
附
湖
北
村
…
の
七
つ
も
し
れ
な
い
。

井
戸
L
C
品
付
さ
れ
て
い
る
引
ま
た
、
前
記
し
た
凡
織
的
井
戸
は
脅

中
間
哉
の
誌
に
よ
る
と
、
こ
内
持
同
本
か
九
的
、
え
る
こ
と
な
〈
今
も
拭
々
ん
婦

は
、
神
校
・
払
郊
の
籾
ら
札
て
い
る
潟
水
を
胡
器
取
と
て
い
る
が
ち
こ
め
地
は

開
閥
的
山
々
か
ら
持
。
出
さ
れ
て
怒
た
淡
筒
村
に
較
べ
て
卦
家
で
井
戸
を
織
る
よ

山
内
な
る
液
滋
で
あ
っ
て
、
ぶ
W
M
の
一
志
処
う
に
な
っ
た
的
が
大
変
緩
〈
，
難
儀
な

ιは
ニ
め
井
本
よ
り
経
大
z
を
汲
ん
で
神
水
汲
み
の
た
め
続
入
り
し
て
〈
る
人
が

絡
に
世
え
、
求
た
平
常
使
附
mmw
井
戸
本
指
な
か
っ
紅
と
い
う
a

湖
地
の
七
つ
の
井
戸

に
仲
は
い
で
、
一
一
一
ヶ
臼
め
織
部
を
故
〈
約
一
二
年
生
に
な
る
と
男
女
金
問
わ
ず
子
供

が
世
縦
で
あ
っ
た
り
、
之
内
鮫
官
聞
な
求
閣
の
小
さ
な
資
料
持
を
か
つ
い
ぞ
本
法

を
用
い
て
後
措
を
泌
し
れ
~
り
蝉
脱
税
制
市
水
み
を
す
る
の
が
nn
議
で
あ
っ
た
と
も
設

と
し
て
な
く
て
は
な
り
な
い
大
槌
な
本
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
ち
告
の
っ
た
と
言
わ
札
て
い
ま
す
が
、
北
国
柄
拘
吹
〈
寒
い
ね
守
的
経
に
、
小
冬

判
明
阪
で
は
開
発
一
仰
の
八
幡
町
持
一
一
戸
以
外

h
u
不
良
が
一
世
Mm命
に
水
汲
み
そ
し
て
、

は
後
期
怒
れ
て
お
ら
ず
、
一
一
つ
の
井
岡
あ
の
答
む
し
と
石
段
を
…
つ
一
つ
昇
つ

は
滋
終
的
下
に
、
践
ハ
ソ
向
井
戸
も
伸
明
時
て
い
〈
姿
が
U
M
に
う
か
ぶ

の
街
w
wは
な
く
絞
れ
た
燃
は
変
わ
っ
J
t

、

h
a
H
が
藤
山
首
省
骨
材
蛸
仙
)

い
ま
す
E

j

内
民
i
i
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1
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藤嘉B詩皇室豆点jz'ジト 本

Yか3パイク 事二段ベ
ッド 地要員総今勢 判葛

生童湾ソフコフー 事工事整

局ミシン

⑧磁って下さい@

本 2キjレ7:!ン*対…予Y

7Jレ〔コッフミシン * 
スチ…J(，空室総霊霊殺 事

重意気オFυガシ *1ゴ戸
ノのf諒子 *三子{長約ブ

〈屋外関〉

E霊絡は話譲二れ均質E主

主主係官僚-1111 内縁

日06

d 警護

哩手き空望号
伊勢銭高語路 21'ヨヨ絞ら31'寺3
8，n: 
惨幾重軽告書主主 G){1車総WB型地、 守

語~家主主21く〉家質能COPl

数 J忍団地、 号炉くヌ戸支きま界霊堂襲撃2

Kl家実55∞fl3 @東我鈴子援護1遵

守間〈京芸意思護室長重2Kl宮家長嶺70∞
pl 

P 串.~資憾ので内ロモtFJ号室安c!菖

童主主筆者壁新があり、関心街j号室治;琴票き

しような守る寝袋で守出格を憾包え

している人〈金義務マ父弟・姉妹

災絞め}当高官ま授は?潟獲のうちの内

綬との隠居はま盟められ主主い〉も

数走資I~tt当きた喜朗燃している人で、

E溜秒1・鎗ヌラ続，な完警約してい是正い人。

③/iJ:営住建替Y閣議la申込みでざま

なん。だEざし、手供害容がを議!需でを

等分露きする襲撃さ1;;総ピ。

@ま覧T・2さの入主吾妻菱総重量挙収入の

主主要事ブヲであるこtこ。
話夜ま受今 ゐ

い入総t士きますが、縫欠a:害警交島県話

機滋1f1'局です。

'"罪奇襲真~禄・重軽{す 土本初襲撃深草華

世 85 竹11~当然528

直蚕鈎嬬扇語町

一 一千葉要望校当当然終公平Iマ~I謀、住宅

金融公綴提重要署f守弓三重重詩題浜三三1…

タウンの 般分譲住主努本主主一戸緩

め主義授を警を要事室長いたします。

@実務話芸ーユータウン績見111I部隊以

;干二重霞市桜辺63童書、 島幸蕊嫌悪野手発問I11
絞よりパユ10分、募集戸滋開

@主喜浜二コーでJウン穏義的奴ニ干

芸葉市議災37主語、総主主線鶴自援I'Rより
パス泊分総主義ら分、事翠幾問毅 191
戸

b申込関紙 2月15Eヨ11ら3，ヨ3

fヨ殺で公社著書主義談、興住宅宅地約

税所得で競売し狭湾fo

"'!盟結

落事寵霊草へ持参し，て下さい。

炉問合せ の公従事審議終審翌日以72
27-5161 φ公社桜美智忠告談係官04

12-25…3191 
t千三震終段液供給公役〉

後二包重量~B綴では、問形脅?護蓄を

しといる豊島労苦雪 (31'手以上fラおい

その残高11，記7ヨF号以とおるわ〉を

対象:こ総泌住宅諮資0;受f1.iを2月

2き8までfぎなコてい普賢宅fo'この滋

資i品、玉三緩め~後最聖人校有吉経費税

どとおわせてお手話ザあととガで様、

この院議会問1M主当言語護憲をの串官。ちは
後可;1:1鍛工するきまでで苧。

ル草書量遺書重量聖書華 院選総貯蓄残務0)3
1踏〈その霊警がおおおF弓在主震える詩書

記きは15∞7ヨドJ1:f滋痘〉

参梅毒警察 ま芋6・32%(令後o金量遺

構替の蕊豪華とより菱重きすることが

ありま，，)

'"滋済期間 ⑦事機役者室木立童25
王手i以内、医霊場問、収機潟市!ll字以内え

が、このL自に総JI立入量置から幾レ自l 霞3記録達35年以内 @中古1注議…

かれる包控除tJ!ifjりさまqo 2f覧車以内 号訴主役波E主任海以内

'"達章者活法 制せんにより芹療蓄 が問合せ 公議議室義務童文芸員重量際機努

管決定しさ喪宅To箔せんははぜれだ 波紋はi住宅議再逮公庫へお主主管ね下

人{草橋失望事たして空主義撃ができした dλ。

表今 総拶新機震18;)鐙会{建造秀選2討をま種差別総点λ額)

忌ァ~さ里線I1 人 1 ぶ ， 

i 1 語 j

主主ばこは市内で

闘いましようグ

@守港で25fIlえ1mの潟吉宗

{こ主主るつミま

"52年霞たばこ消費f殺意襲

守綴8700筋肉

一…ー

(爵際ロータリ…奨学生〉

外E闘で毒事F空会童話o費窓生量をし主主が

ら君臨機溶解の続線淡路として告患者詰

聖書襲し簿る襲警fま9盟主主に、 護霊祭o土

事費F著縫主主議ガ襲撃供され草草。

'"叡育橋富書記註o覇軍主翼 令官たさ普段差事

1霊祭主手数 ③火宅1'.務まま理学金 ③ 

簿勾00語綴著書問金 ゆ事境線梨学金

⑤ジャズム苦遺物重量

炉補助重在 住{護主員整堂、守 114'の毅
湾要費、生活費、総綴……tJJ

'"申込翼耳王3 3F宮司 Bi;;まで

砂申込・商会t主 差是孫子口…9!j

…フラフ幹事主主持費をま葺

官 (64)2131 

学t主総長電鈴浬霊童文主総お!こより体

i設等宅王政る場合、その代替として

給食議導要望Oi土事をいといだ主さくヌラ

を努事騒います。ぎ号線怒れるお(仏

教絡議員会学絞殺事警察 ("'85-11
5勺へお問い合せ下をきい。

1寵し鞠

I> B~寺 31'ヲ188(Eヨ〉午前T間務

スタ ω ト

I>::;Jース 子首位阪商司~塁塁送経Eお~

時公袋鐙 (13・ア岡〕

ーかき童館 3手当そヨ悪女で郵便iとて時

~l6みのとどと〈守チームア8 ・5;

モヨ a年鈴 鹿議室襲名〉

砂毒事OOJ竜綴 ①一般(高校ヨ三以i二〉

②中学祭 弱震3跡 i以上;絞れる能力

者E肖し、陸部o緩遺産義主主詩聖受17総

炊のない轡

炉建書童話重量 《ト忠世チーム35宮内

紛ヰ学生チ←ι，1ω号pl

1>燦絡先主主件後〈滋ltおお…4
-8 官邸-8610.3218) 

く3整然予陸上実主主主i窓会〉

ーも坦里堅金〉
主主役ん余

砂B草寺 3月 S臼午後号

炉話器陸時 要望工会童書

1>;謹絡先 久務室壁む127久務署長

マンション臼…108 晋83-0023
w後送

糧事紛民事事機

ご協力してくれるだ、ま華経レて

Fさしミ。

怪童霊総聖母 受章花粉10恥判 官86-

7861 熔沼至b

惨B跨 21'寺24色、
惨甥所 望書lE治学童i軍事喜怒〈どん

ぐりクラブ〉

惨事事銭入車電 約108

1>総懇談花会E到、及U摂IJI(こ主語

学ぜか学生

b罪悪合性 G:f干後2草寺tJs午後6

5寺務で控86-0195(どんぐり亡)でう

つ1)@1l1震のめ惜86-775日 くせt

E語〉

TB防 波 汚258(8)午前100号
炉会話調 念干卓球時事〈要霊祭w由

験会総 10∞円〈援護重量{言〉
惨裏書合管官82ム 3394(金子}

c，喪主義子濁模荷量主食〉

事 著書関主主性

〔湖北翁野総湯利関翁へ〕

護塁手目年度において、空襲lt台襲警
琢緩め協襲撃ー況80)利問及U1j1B
1こf手陣請を還して寿司昇脅し泣い間体は、

主菱総手続き者、均168だら28E'1
4ち燃はお頼いしさます。

喜李総についてのお問い合せは、

鈴木正E撃事で〈箆所 e中総324、

盟86-3527)
〈滋1[.をき撃事t:i!場料用望書議〉

くω滋病無料検お〉

1>臼隊 3月4Eヨ午後1

かをお斗隠お分

1>話基罪時 短戸市民重量館

炉対象 均等要以下のお、 E空Iざし先

米般のJ~ 寄託存警の均i立成人も民主φ

9砂漠絡先 滋辺〈生間・虫査本5

2-19・惜82-30∞)

議受診毒を字告主還する万!品必らず霊童話

で$し3忍んで下さし見

〈会談J札鳴病のチごもを守歪会千

書室

炉型書簡 2F司23日刀ら3;:苦尽き

之さ

ー砂場所 市役員耳汚査選考襲撃雪型聖書霊員会。

濁1じま芝断。子行主支長詩句
T湾総午前m奇30分怒ら午後

科書簡は3月3181こ器産主主しま苛。

く耕輔翁の結婚鰍〉

F諸島体本襲警察懇遜技量喜重誌では、屋

体捧審者のヌラ々の11ートナーの紹

介、総長議{之島喜ぜる各1譲総長賞I~じ

てい撲をす後

砂務Z高官署塁塁

E寺an:::
制器皇道iとあ疋つての告書人のE義務i品

産設すい1:::しさ安芝すので、 あ賛i華棄にど

荊1潟下さい。

炉問合世 子講霊祭E主体滋害警務苦言訟

を話会〈手議約千議選4-3鈴柱会

福干止なンヲ一世0472-45-1746)

明るい麓霊童
炉災ヤ土台罪葺窓会機から態ま円高速い

君主盟主o:短章へ次総連量264"7…:スの

悪事織がありきまし主主。

俸をき室主E磁器覇中野久様ガら守汚F号

Ol~苦?古式JilBり霊安しだ。

b 溜~t:お際空宇後生徒一罪事機11ら廃

箆回収の収主主主註35災害査役会福祉

経言語聖護韓著書基金へと寝寄付がありきまし

字q
hぃ。

炉我孫子宝室書境i¥ブテスト主主会のEヨ

謀議空宇1誕生徒擦なサ工Jし主割減議事主主

主主様11ら、ひさまわり翻へ今

fIlC号室言iヨズゴおりまし定。

皆様。広三安芸綴!こ怒諾し、

鐙わせていな主主きま等。
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忽
い
よ
電

絡
で
も
結
簿
で
す
e

}

議
決
市
会
畿
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、

倒
人
卒
業
税
、
後
胤
州
制
悦
的
p

申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
後
ん
。

u
gま
で
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
と
淡

線
総
事
轡
織
の
縫
泌
総
務
め
れ
場
い
方
綴
は
6
対
抗
日
ま
で
緩
納
が
ぞ
努
ま
す
。

で
も
住
民
税
{
市
役
所
剤
師
税
議
慾
臼
〉
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串
食
器
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す
e

還

付
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受

け

る

た

め

申

告

審
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申
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に
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寂

さ

れ

た
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還

付
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謀
確
定
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必
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お
送
り
し
た
捌
け
る
た
め
喜
怒
れ
る
方
は
お
都
め
に

紙
を
お
里
会
ざ
い
験
護
主
ロ
の
祭
事
警
護
し
て
く
ど
き
い
a

用
禁
相
憎
い
毒
殺
寄
り
の
税
務
奪
還
付
言
附
協
と
し
て
宗
務
委

お
品
刈
取
り
ぐ
だ
き
い
e

付
総
に
お
返
し
し
ま
す
。
た
だ
し
申
告

磁
「
墜
疋
申
管
内
事
前
引
き
」
や
可
申
像
診
の
記
較
的
得
に
市
索
な
点
が
為
り
ま

帝
閥
均
務
総
£
ク
な
ど
よ
く
統
ん
で
誤
り
す
と
総
当
遥
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

の
な
い
よ
て
つ
紀
人
し
て
く
だ
さ
い
u

で
ご
注
窓
〈
だ
多
い
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踏
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ま
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議
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税
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弘
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た

り
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義

的

建

制
問
機
替
納
税
を
利
用
事
れ
て
い
る
方
は
.
仲
除
名
」
や
マ
ン
ン
静
ン
A
V品
購
入
し
た
地
怖

か
ね
て
ご
務
総
丹
税
金
口
緩
か
ら
肉
附
勘
合
。
〈
校
総
説
得
控
樟
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的
問
に
機
替
納
税
さ
れ
ま
?
の
で
約
税
頗

mwお
医
者
き
ん
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か
か
っ
た
焚
田
市
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多

に
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合
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細
川
A
草
食
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い
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隊
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技
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警
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削
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帥
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刊
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雑
損
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臨
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特
官
納
絞
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申
込
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総
務
線
、
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口
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払
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け
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際
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退
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期
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給
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。

撰
忽
阿
川

mmMま
で
に
完
紛
で
書
な
い
吉
郎
し
な
か
っ
た
た
め

mu神
的
税
阜
で
療

は
第
3
縮
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車
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が
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革
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開
設
し
て
い
ま
す
。

倹
治
療
や
融
市
養
ι
必
療
な
際
議
問
問
(
病
品
ん
か
ら
の
創
刊
子
補
給
品
織
に
対
応
す
る
お
繰
定
申
告
の
時
織
が
近
づ
い
て
さ
ま
針
察
し
、
税
金
会
必
持
出
し
て
納
付
す
る
む
お
曽
駒
鋭
的
叫
間
後
は
3
月
四
穏
で

気
的
予
防
や
縫
出
明
治
進
の
た
め
め
も
の
骨
は
偽
聞
き
ま
す
。
し
れ
r
h
a
申
静
約
制
抗
制
度
を
と
っ
て
お
ワ
ま
す
ロ
す
議
採
納
引
を
ご
希
銭
円
万
は
、
窓
口
で

は
除
き
ま
す
砂
川
義
喜
重
荷
等
書
語
、
年
撃
義
的
埠
承
知
的
こ
と
と
存
と
ま
す
が
、
鰭
そ
し
て
緩
ん
泌
笠
夏
、
い
わ
ば
あ
な
も
識
字
だ
さ
い
。
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当
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中
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議
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又
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絞
め
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告
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て
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等
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懇
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又
は
で
す
a
ω
級
殺
を
し
て
い
る
人
や
不
動
産
相
帆
入

4

出
開
溌
等
で
補
て
ん
さ
れ
る
食
怒
ら
、
長
期
的
少
記
録
主
持
、
義
人
か
ら
他
地
3
月
す
す
宰
に
な
り
ま
す
シ
ヘ
例
の
あ
る
入
、
土
地
を
そ
た
人
な
ど
て
必
金
は
税
滋
署
内
窓
口
に
帆
け
っ
て
行

護
保
険
等
か
ら
誇
寄
れ
る
寒
波
入
れ
た
も
円
で
あ
る
こ
ζ
年
、
税
務
ま
窓
口
は
大
喜
絡
し
、
昨
年
中
町
商
品
読
書
舗
が
震
護
か
な
け
れ
ば
祭
淡
ま
な
い
舎
と
J
a

ゑ
命
保
険
や
潟
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仲
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仲
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受
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